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『
緒
方
洪
庵
と
大
坂
の
除
痘
館
」

藺
方
医
療
が
漢
方
医
療
に
対
し
て
現
実
的
で
決
定
的
な
勝
利
を
民
衆

に
印
象
づ
け
た
の
は
、
天
然
痘
に
よ
る
幼
児
の
悲
惨
な
死
か
ら
牛
痘
接

種
が
防
御
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
官
の
手
を
借
り
ず
、
民
間
の
蘭
方
医

達
が
協
力
し
、
大
々
的
に
牛
痘
接
種
を
お
こ
な
っ
た
の
は
、
緒
方
洪
庵

を
中
心
と
し
た
大
坂
除
痘
館
の
面
々
で
あ
っ
た
。

長
年
大
阪
市
立
図
書
館
館
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
か
た
わ
ら
緒
方
郁

藏
、
伊
藤
慎
藏
の
研
究
、
億
川
家
（
洪
庵
夫
人
八
重
の
実
家
）
解
体
時

〔
岩
波
書
店
、
東
京
都
千
代
田
区
一
ッ
橋
二
’
五
’
五
、
電
話
○
三
’
五

一
二
○
’
四
○
○
○
、
平
成
十
四
年
十
一
月
二
十
二
日
、
四
六
判
、
二

○
八
頁
、
二
七
○
○
円
〕

概
念
の
再
編
成
、
と
り
わ
け
新
た
な
命
名
法
の
追
求
で
あ
る
。

こ
う
し
た
提
案
を
生
か
す
た
め
に
は
、
再
評
価
の
方
法
論
が
問
題
と

な
る
だ
ろ
う
。
抽
象
化
・
一
般
化
が
、
近
代
の
方
法
を
基
準
と
し
て
行

わ
れ
る
時
、
他
方
の
特
質
を
こ
わ
す
こ
と
な
く
、
そ
れ
を
遂
行
し
て
い

る
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
り
わ
け
無
限
の
連
続
変
化

と
し
て
事
物
を
と
ら
え
る
気
の
思
考
法
を
、
「
分
け
る
言
葉
」
で
あ
る
近

代
の
記
号
体
系
に
よ
っ
て
抽
象
化
し
た
り
再
編
成
す
る
こ
と
の
意
味

を
、
考
え
直
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
よ
う
に
評
者
に
は
思
わ
れ
る
。

（
石
田
秀
実
）

古
西
義
麿
著

の
八
重
夫
人
の
書
状
な
ど
の
資
料
発
掘
、
研
究
な
ど
に
尽
力
さ
れ
た
古

西
義
麿
氏
が
大
坂
除
痘
館
の
活
動
を
主
体
と
し
た
こ
の
本
を
出
版
さ
れ

た
。
氏
は
こ
の
書
名
と
同
じ
主
題
で
、
平
成
十
三
年
春
、
母
校
の
関
西

大
学
か
ら
文
学
博
士
の
称
号
を
授
与
さ
れ
た
。

こ
の
本
は
本
章
七
章
と
補
章
二
章
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
第
一
章

大
坂
の
除
痘
館
を
め
ぐ
っ
て
、
第
二
章
原
老
柳
・
松
本
俊
平
と
大
坂

の
除
痘
館
、
第
三
章
丹
波
の
種
痘
医
松
本
節
斎
と
そ
の
一
族
、
第
四

章
種
痘
を
め
ぐ
る
市
井
の
人
々
、
第
五
章
大
坂
に
お
け
る
近
代
種

痘
制
度
の
展
開
、
第
六
章
近
代
に
お
け
る
天
然
痘
予
防
の
歩
み
、
第

七
章
「
大
坂
除
痘
館
」
に
加
わ
ら
な
か
っ
た
種
痘
医
た
ち
、
補
章
一

緒
方
洪
庵
「
膠
柱
方
」
（
適
塾
の
基
準
処
方
集
）
に
つ
い
て
、
補
章
二

緒
方
洪
庵
夫
人
・
八
重
の
生
涯
と
大
坂
の
除
痘
館
。

第
一
章
に
お
い
て
は
、
緒
方
洪
庵
と
日
野
葛
民
（
鼎
哉
の
弟
）
が
京

都
の
日
野
鼎
哉
と
福
井
の
笠
原
良
策
か
ら
嘉
永
二
年
（
一
八
四
七
）
十

一
月
、
牛
痘
苗
を
分
与
さ
れ
、
大
坂
除
痘
館
を
設
立
、
種
痘
活
動
を
開

始
、
幕
末
ま
で
の
二
十
年
間
、
洪
庵
以
下
延
べ
三
十
余
名
の
医
師
が
参

加
し
、
活
躍
し
た
状
況
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
こ
の
痘

苗
が
、
幕
末
ま
で
に
、
近
畿
、
中
国
、
四
国
の
三
一
か
国
一
七
二
か
所

に
分
苗
さ
れ
た
こ
と
を
検
証
し
て
い
る
。

第
二
章
で
は
、
大
坂
除
痘
館
で
洪
庵
と
と
も
に
活
躍
し
た
原
老
柳

（
左
一
郎
）
と
彼
の
娘
婿
松
本
俊
平
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
彼
等
の
履

歴
、
姻
戚
関
係
、
門
人
録
、
除
痘
館
に
お
け
る
関
与
に
つ
い
て
述
べ
ら

れ
て
い
る
。

第
三
章
で
は
、
大
坂
除
痘
館
か
ら
分
苗
さ
れ
た
丹
波
氷
上
郡
谷
村
の
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第
四
章
で
は
、
緒
方
洪
庵
と
親
密
な
関
係
に
あ
っ
た
儒
家
広
瀬
旭
壮

の
日
記
「
日
間
瓊
事
備
忘
」
か
ら
自
家
を
ふ
く
む
種
痘
記
事
を
抽
出
、

一
般
庶
民
側
か
ら
の
種
痘
活
動
と
の
か
か
わ
り
を
述
べ
て
い
る
。

第
五
章
で
は
、
維
新
以
後
明
治
初
期
に
お
け
る
中
央
政
府
お
よ
び
大

阪
に
お
け
る
種
痘
施
行
制
度
の
変
転
極
ま
り
な
い
状
況
と
次
第
に
種
痘

施
行
に
関
す
る
法
律
が
整
備
さ
れ
て
行
く
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。

第
六
章
で
は
、
さ
ら
な
る
免
疫
力
強
化
の
た
め
の
再
三
の
種
痘
実
施
の

問
題
お
よ
び
強
制
種
痘
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

第
七
章
で
は
、
大
坂
除
痘
館
と
関
係
な
く
大
坂
地
方
で
種
痘
を
行
っ

た
明
石
天
民
、
森
義
仙
、
森
義
仙
の
種
痘
医
の
活
躍
を
諸
種
の
資
料
か

ら
検
証
し
て
い
る
が
、
し
か
し
彼
等
の
使
用
し
た
痘
苗
の
由
来
は
不
明

と
の
こ
と
。

補
章
一
で
は
、
近
年
発
見
さ
れ
た
二
種
の
適
塾
の
処
方
集
「
膠
柱
方
」

（
一
種
は
著
者
が
発
見
）
を
紹
介
し
、
二
種
の
比
較
表
を
掲
載
し
て
い

づ
（
》
Ｏ

補
章
二
、
洪
庵
夫
人
八
重
（
摂
津
有
馬
郡
名
塩
村
、
現
西
宮
市
名
塩

生
ま
れ
、
医
師
億
川
百
記
の
娘
）
の
大
坂
除
痘
館
跡
の
隠
居
所
で
の
終

焉
ま
で
の
略
伝
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

大
坂
除
痘
館
の
活
動
に
つ
い
て
の
他
の
多
く
の
研
究
者
の
文
献
も
多

数
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
非
常
に
有
用
な
著
書
で
あ
る
と
考
え
る
。

此
の
著
書
が
活
用
さ
れ
、
大
坂
除
痘
館
か
ら
分
苗
さ
れ
た
各
地
方
の
医

医
師
松
本
節
斎
（
前
記
俊
平
の
父
）
及
び
彼
の
女
婿
足
立
敬
里
の
経

歴
、
姻
戚
関
係
、
こ
の
地
方
に
お
け
る
彼
等
の
種
痘
活
動
に
つ
い
て
述

歴
、
姻
戚
串

べ
て
い
る
。

「
甲
斐
国
医
史
」

本
書
の
内
容
は
天
正
よ
り
大
正
ま
で
の
甲
斐
の
医
学
史
で
あ
る
。

本
書
に
よ
れ
ば
著
者
村
松
学
佑
（
鍬
三
）
は
、
明
治
二
年
現
山
梨
県

市
川
大
門
町
に
出
生
し
、
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
を
卒
業
後
、
山
梨

県
（
現
県
立
中
央
）
病
院
長
を
勤
め
た
。
明
治
三
十
七
年
開
業
後
、
富

士
川
瀞
著
『
日
本
医
学
史
」
を
読
ん
で
本
書
の
編
纂
を
志
し
、
甲
斐
の

医
学
史
の
資
料
を
集
め
始
め
、
大
正
五
年
山
梨
県
志
編
纂
会
参
与
と
な

り
、
多
く
の
困
難
辛
苦
に
耐
え
て
大
正
十
三
年
十
月
に
本
書
を
脱
稿
し

た
が
、
流
行
性
感
冒
の
為
大
正
十
四
年
四
月
死
去
し
た
。

本
書
は
出
版
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
一
部
は
四
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
。

ま
た
編
纂
資
料
の
「
山
梨
県
志
医
事
衛
生
資
料
」
（
山
梨
県
立
図
書
館
蔵
）

は
『
山
梨
県
立
中
央
病
院
史
』
、
辻
邦
生
著
『
銀
杏
散
り
や
ま
ず
』
等
の

甲
斐
の
医
学
史
の
本
と
論
文
の
基
本
文
献
と
な
っ
て
き
た
。

本
書
の
出
版
計
画
は
遺
族
に
よ
り
再
び
進
め
ら
れ
、
第
二
回
目
は
堀

師
た
ち
の
活
動
が
、
各
地
の
本
会
員
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

〔
東
方
出
版
、
大
阪
市
天
王
寺
区
大
道
一
’
八
’
十
五
、
電
話
○
三
’
六

七
七
九
’
九
五
七
一
、
平
成
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日
、
Ｂ
五
判
、
二

二
二
頁
、
二
五
○
○
円
〕

村
松
学
佑
著

（
中
山
沃
）


